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6
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え
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米
国
発
の
「
利
潤
第
一
主
義
」「

効
率
主
義
」
を
内
実
と
し
た
「
新
自
由
主
義
」
路
線
を
率
先
し
て
遂
行
し
て
き
た
日
本
は

、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
矛
盾
が

噴
出
し
て
い

ま
す
。
す
な

わ
ち
、
外
需
依
存
型
企
業

の
業
績
悪
化
と
派
遣
・
契

約
社
員
の
大
量
解
雇

、
格

差
・
貧
困
の
拡
大
、
教
育

の
危
機
、
食
糧
・
農

業

の
危
機
、
地
球
環
境
危
機

の
深
刻
化
な
ど
な
ど
。
一

方
、「

新
自
由
主
義
の
横
暴
」
に
対
す
る
反
撃
の

た
た
か
い
が
世
界
中
で
起
こ
っ
て
き
た
こ
と
は
、
新
た

な
発
展
と
変
革

の
時
代
が

来
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で

す
。
そ
の
意
味
で
、
今
回
の
「
世
界
的
な
金
融
危
機
」
は
、「

新
自
由
主
義
的
資
本
主
義
の
終
焉
」

の
時
代
の
は
じ

ま
り
を
画
す
る
２
１
世
紀
の
世
界
史
の
方
向
に
か
か
わ
る
重
要
な
歴
史
的
な
意
味
を

も
っ
て
い

ま
す
。
 

講
演
で
は
、
戦
争
放
棄
の
憲
法

9
条
、
生
存
権
規
定
の
憲
法

25
条
の
意
義
を
ふ
ま
え
た

鋭
い
現
状

分
析
と
今
後
の
方
向
性
と
と
も
に
、
参
加
者

ひ
と
り
一

人
へ
勇
気
と
確

信
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
送
り
し
ま
す

。
 

 
日

 
時
：

2
0
0
9
年

2
月

1
1
日

（
水

）
1
0
時

0
0
分

～
1
2
時

0
0
分

 

場
 

所
：
宮

崎
中

央
公

民
館

３
階

大
研

修
室

（
宮
崎
駅
東
口
近
く
，
電
話

09
85
-2
9-
84
55
）

 
講

 
師
：

友
寄

 英
隆
（

と
も

よ
り

 ひ
で

た
か
）

さ
ん

 
沖
縄
県
生
ま
れ
、
小
中
高
を
宮

崎
で

過
ご

す
。
宮

崎
県

立
大

宮
高

校
卒

、
一

橋
大
学

経
済

学
部

卒
。
雑
誌
「
経

済
」
編
集
長
を
経
て
、
現
在
各

地
で

講
演

活
動
中
。
世

界
、
日

本
で

猛
威
を

ふ
る
っ

て
い

る
「
新

自
由
主
義
」

路
線
の
分
析
と
批
判

、
そ
れ
に
対

す
る
た

た
か
い

の
方
向
性

の
論

説
で

は
定
評

が
あ
り
ま

す
。

 

裏
面
に
、
周
辺
駐
車
場
の
地
図

を

掲
載

し
ま
す
！

 
ピ

ー
ス

ウ
ォ
ー
ク
へ
の
ご
案
内
！
 

講
演

終
了
後

、
12
:
30

か
ら

、
宮

崎
駅

西
口

－
山

形
屋

交
差

点
往

復
。
 

 
 

こ
ち
ら
も
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

る
よ
う

ご
案
内
し

ま
す

。（
み

や
ざ
き

九
条
の

会
主

催
）
 

 

主
催

：
日

本
科

学
者

会
議

宮
崎

支
部

、
宮

崎
民

主
法

律
家

協
会

、
協

賛
：

憲
法

と
平

和
を

ま
も

る
宮

崎
県

連
絡

会
 

 
 
 
（
お
問
い
合
せ
先
：
宮
崎
中
央
法
律
事
務
所
内

 
電
話
：
09
85
-2
4-
88
20

）
 

 

◎
 
駐
車
場
の

ご
注
意
！
 

現
在
、
駐
車
場
が
建
設
中
で
、
臨
時
駐
車
場

お
よ
び
周
辺
の
有
料
駐
車
場
に
は
大
変
限

り
が
あ
り
ま
す
。
乗
り
合
わ
せ
ま
た
は
公
共
交

通
機
関
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

★
駐

車
場

探
し

に
手

間
が

か
か

り
そ

う
で

す
。

早
め

に
ご

来
場

く
だ

さ

い
！

 



 

 
 
 
 
 

第65回憲法と平和を考えるつどい 

 

 

開催日：2009年2月11日 

 テーマ：「2009年の世界と日本 

      ― 金融危機と世界不況の中、 

       日本の進路を考える」  

講 師：友寄英隆氏(元雑誌｢経済｣編集長） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参加者アンケートのまとめ 



 

 
感想文 

■勇気の湧く講演でした。すばらしい資料です。（68歳、男） 

■むずかしい経済問題を現実問題から解明していただいたと思います。ありがとうございました。

最後の年表は全体との関連がよくわかるもので、素晴らしいと思いました。勉強させていただ

きます。（女、59歳） 

■今後の私たちの展望についての示唆が示された講話であったと思います。（男、66歳） 

■「金融」の市場の放任の問題点が理解できた。時間の関係で質問できなかったが「軍事予算の

肥大化」が果たす金融市場または世界経済との関係について意見を伺いたかった。（男、74歳） 

■アメリカの経済支配が破綻しつつあることがよく理解できた。経済と政治は深く関連している

ので、私たちもよく国政を監視する必要があることをさらに強く自覚した。大変よかった。雇

用問題など。 

■とてもわかりやすい言葉で、経済の流れが理解できました。生活の苦しみの根源がわかり、自

分のこれからの行動をいかにすべきか、背中を押された思いになりました。胸にしっかり落ち

ました。（女、64歳） 

■展望が開けてきました。多くの時間をとり、くわしくお話を聞きたい。（男、67歳） 

■展望のある講演でした（男、75歳） 

■よかった。年表はこれから大いに参考になります。 

■時間が足りない。もっと聞きたかった。（男、71歳） 

■変革のときを強く感じた。（女、69歳） 

■世界経済の現状とわが国が進むべき方向性について、よくわかるよう解説してくださりありが

とうございました。（男、77歳） 

■非常に勉強になった。興味深いものであった。資料は読みやすくて、整理されており、役立つ

ものである。 

■金融資本の本質をよく理解できました。これまで表面的な理解にとどまっていた、信用論に立

ち返っての指摘は勉強になりました。資料はよくできていると思います。（男、59歳） 

■資料も豊富でわかりやすい講演であった。資料は持ち帰ってもう一度ゆっくり目を通したいと

思います。（男、72歳） 

■１）トータルな視点から現下の経済・金融・社会の情勢を解説された。２）レバレッジをかま

せる金融工学的アメリカ型金融、住宅ローンでの強奪的貸付、投機マネーの形成がいかに莫大

かというイメージ、外需依存の日本経済の破綻、といった点にもう少し説明があると、皆もっ

とストンと落ちたと思う。（男、大学教員、52歳） 

■資料がていねいで、説明も資料に沿ってされ非常にわかりやすかった。（男、71歳） 

■資料を充分に読んで、もう一度講演の中味を照らし合わせたいと思います。素晴らしい資料で

す。特に年表は、今後いろいろなことを学習する上で役立つと思います。（男、61歳） 

■経済問題、とくにEUの雇用重視の政策がわかってよかった。（男、71歳） 

■経済はむずかしいと思っていましたが、とてもわかりやすく、歴史的に展望も示され、もっと

講演を聞きたいと思いました。元気が出ました。（女、63歳） 

■ 素晴らしかった。よくわかった。勉強になった。確信をもてた。（女、60歳） 

■ 「終焉の始まり」「変革の時代」に生きる私は幸せ。今回の資料で再学習します。（男、67歳） 

■ 国民各層の方々が苦しんでいます。しかし金融危機、世界不況の内実が「日本革新にとって、

新たな歴史的条件を開きつつある」ということに確信がもてました。貴重な資料大切に保管

します。（男、66歳） 

■ とても良かった。社会を良くするため何か出来ることをしたい。普段かたい話しをあまり学



 

んでいませんが、少しわかりました。中味のある資料集です。感謝します。（女、70歳） 

■ 話されることがよくわかりました。新聞で書かれていることを理解するのは骨折りますが、

これからはもう少しわかるようになると思います。今回の資料は、特にありがたいと思いま

す。（男、67歳） 

■ 今回の金融危機の原因が、資本主義経済の矛盾としてよくわかりました。資料はわかりやす

い。（男、67歳） 

■ むつかしい経済問題を大変わかりやすく、歴史的にも(この点が大事)解説していただき感謝

しています。資料も良かったが、それへの説明がたいへん親切でわかりやすかったです。非

常にいい方を招いていただき、感謝しています。伊藤千尋さん、二宮厚美さんも印象に残っ

ています。今後もこの線でお願いします。（男、82歳） 

■ わかりやすかった。資料が良かった（特に年表）。レジメが詳しかったので、理解しやすかっ

た。社会主義論まで話してもらいたかった。（男、67歳） 

■ 大変わかりやすく、資料も豊富で活用できそうです。（男、67歳） 

■ 難解な経済問題について要点を列挙してわかりやすく話をしていただき、好印象でした。低

廉な価格での資料の配付は助かります。採算を度外視された企画はありがたいです。（男、69

歳） 

■ 現在の世界と日本の経済状況の分析、解決方向について、資料も豊富で、お話もわかりやす

く、大変良く理解できました。また「勇気」もいただきました。ありがとうございました。

（男、60歳） 

■ 現在の経済問題への理解、大変よくわかりました。今回はとくにオリジナルで詳細な資料が

あり、その労作に敬意を表します。（男、65歳） 

■ 初めから「難しいお話ではないだろうか？」と構えて参加しましたが、資料にもとづいてわ

かりやすい講話でしたので、ホッとしました。 

■ よくわかり、とてもためになった。EUの取り組みについてもう少し聞きたかった。良い資料

でした。（女、71歳） 

■ わかるように話していただきありがとうございました。経済問題は難しいので、できれば何

回か開いていただくとよいと思います。豊富な資料の準備に感謝します。良く読ませていた

だきます。（男、73歳） 

■ 歴史的視野も含めて、資本主義とくに新自由主義の矛盾を大きく解明された点は、今後の新

時代を開く展望も含めて確信できた。欲をいえば、アメリカ型資本主義とサプライム問題を

もう少し詳しく話していただきたかった。（男、69歳） 

■ 大変有意義なお話でした。先生の資料は、さすがだと思いました。大切に長く持ち、勉強し

たい。（女、75歳） 

■ 理論武装できて確信が増した。資料は非常にすばらしい。（男、77歳） 

■ 大変くわしい資料をありがとうございました。金融問題の根源と改善の方向が少しわかった

ように思います。資料、後日ていねいに読みます。（男、67歳） 

■ 今回の講演のテーマは私自身（学生）の研究テーマであったため、お話を聞かせていただき

とても勉強になりました。金融危機の大元の原因は人間の私利私欲だと思います。現状を改

善することは大変困難だと思います。日本を立て直すリーダーが現れてくれることを願って

います。貴重なお話をありがとうございました。（女、21歳） 

■ 今回の講演は、みやざき九条の会のニュースで知りました。短時間の中で、質の高い情報と

ご意見をご用意いただいたのが伝わり、とても勉強になりました。（女、22歳） 

■ むつかしい内容だったけど資料もあり少しわかった気がする。レジメを再度読んでみたいと

思います。資料は内容が豊富でとてもよかった。政治と経済の関係や流れ、格差の実態がよ

くわかる資料でよかった。（女、61歳） 



 

■ 難しい内容でなかなか理解できるものではなかったが、資料が充実しているので、帰ってゆ

っくり読んでみたい。年表はすばらしい労作だと思います。永久保存版にします。（女、57

歳） 

■ なるほどと思うところが多かったが、やはり難しいところがあったので、資料をゆっくり読

みたい。（女、61歳） 

■ 経済の基本構造の解明と政治・社会の動きを1850年～今日までのスパンでお話しいただき、

大変よくわかりました。第三の変化の歴史的時代にあることをしっかり目を開いて、変革の

時代を生きたいと思いました。（女、66歳） 

■ 淡々とではあったが、むずかしい内容をわかりやすく話していただいた。年表や資料がすご

かった。しっかり読んでよくわかりたい。次代の展望を持たせる内容でよかった。（男、70

歳） 

■ 今日の情勢の中で一番学びたかった課題で勉強になりました。少しわかったような気がしま

す。（男、72歳） 

■ 資料を説明しながらの講話でわかりやすかった。とくに、最後尾の年表は宝物として保持し

たい。（男、78歳） 

■ 全部は理解できなかったが、いろいろと学ぶところが多かった。年表をゆっくり読んでみた

いと思います（男、78歳） 

■ 現代社会を歴史的、世界史的視点から解明されたスケールの大きなお話で、久しぶりに凡才

の頭を整理していただきました。「知的な力」をいただきありがとうございます。年表（友寄

先生の労作！）は最高の資料です。（男、75歳） 

■ 資料を駆使した説得力のある講演は、私に経済的な確信を生むものでした。近年に稀な収穫

でした。（男、75） 

 
 



 




